
1 

エ ッ チ ン グ

廃液

（ In  数百 ppm、

Sn 数十 ppm）

従来の回収プロセス

バイ オ分離・濃縮法

（微生物細胞を利用して、

インジウムを溶液中から

細胞に分離・濃縮）
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ITO ： インジウムースズ酸化物で、
透明導電膜材料の成分

インジウム塊状

（スズを含有する

スポンジ状沈殿）

セメンテーション法

（アルミニュウム粒子、

または亜鉛粒子の添加）
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従来の回収プロセス

ITO ターゲット材 （酸化インジウム・酸化スズの焼結体）

本研究で提案・開発する再資源化プロセス

燃焼 法

による回収

・ 一次濃縮物

（インジウム

含有率４０％）

・ インジウム濃

縮倍率は1000

倍以上

不
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ル

F P D 工場
FPD （フラットパネル

ディスプレイ）には、

ITO としてインジウム

を 400～500 ppm 含有

使用済み

家電製品

インジウムと共存する

スズなどの金属を

循環利用する方策も提案
精 製


